
議 

決 

結 

果 

一 

覧 

表
（
※
）
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
工
事
請
負
契
約
の
額
を
変
更
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て�

了
承

・
刈
谷
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
等
に
つ
い
て�

了
承

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係　
２
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係　
５
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
建
設
委
員
会
関
係　
６
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
特
別
工
業
地
区
建
築
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
建
物
等
の
買
入
れ
に
つ
い
て

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係　
２
議
案
】�

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
西
三
河
地
方
教
育
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
関
係　
11
議
案
】�

す
べ
て
可
決

（
平
成
29
年
度
補
正
予
算
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
平
成
30
年
度
予
算
）

・
一
般
会
計
予
算
（
※
）

・
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
（
※
）

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

【
追
加
上
程　
１
議
案
】�

可
決

・
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

平成30年₅月₁日 第144号（5） かりや市議会だより （4）平成30年₅月₁日第144号 かりや市議会だより

会派名及び
議　員　名

議案名及び
議 決 結 果

真政クラブ 市民クラブ 市民ファースト
の会

公明
クラブ

日本共産党
議員団

清風
クラブ

議
長
副
議
長

渡
邊　

妙
美

外
山　

鉱
一

清
水　

俊
安

鈴
木　

正
人

加
藤　

廣
行

加
藤　

峯
昭

前
田　

秀
文

鈴
木　

浩
二

伊
藤　

幸
弘

黒
川　

智
明

佐
原　

充
恭

中
嶋　

祥
元

山
内　

智
彦

加
藤　

賢
次

鈴
木　

絹
男

神
谷　

昌
宏

蜂
須
賀
信
明

松
永　
　

寿

白
土
美
恵
子

樫
谷　
　

勝

新
村　

健
治

野
村　

武
文

山
本
シ
モ
子

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

山
崎　

高
晴

稲
垣　

雅
弘

刈谷市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例の
一部改正について

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳╳╳╳

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○

刈谷市介護保険条例の一部改正について 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市国民健康保険税条例の一部改正について 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市後期高齢者医療に関する条例の一部改正につい
て

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市営住宅管理条例の一部改正について 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市特定公共賃貸住宅条例の一部改正について 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

平
成
30
年
度

刈谷市一般会計予算 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳╳╳╳ ○

刈谷市国民健康保険特別会計予算 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市後期高齢者医療特別会計予算 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

刈谷市介護保険特別会計予算 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○╳― ╳○○○ ○

３月定例会提出議案の賛否について
賛否が分かれたものについて掲載します。（○：賛成 ×：反対　—：欠席）

　

今
回
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
１
件
は
、
関
係
す
る
委
員

会
で
審
査
さ
れ
た
結
果
、
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

【
陳
情
】

▼
刈
谷
城
建
設
に
関
す
る
陳
情

■
建
物
等
の
買
入
れ
に
つ
い
て

　
観
光
案
内
所
、
通
路
及
び
広
場
と

し
て
利
用

問　
民
間
事
業
者
が
再
開
発
事
業

を
主
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
平
成
11
年
に
法
定
再
開
発
事

業
の
実
現
に
向
け
て
準
備
組
合
が
設

立
さ
れ
、
市
も
中
心
と
な
り
協
力
を

し
て
き
た
が
、
事
業
の
実
現
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
、
法
に
基
づ
か

な
い
民
間
主
導
に
よ
る
再
開
発
の
手

法
を
関
係
権
利
者
が
要
望
し
た
た
め

で
あ
る
。

問　
リ
ー
ス
で
は
な
く
、
買
入
れ

に
し
た
理
由
は
。

答　
事
業
者
は
、
地
権
者
で
あ
る

市
が
望
む
施
設
を
整
備
し
、
市
が
こ

れ
ら
を
取
得
す
る
こ
と
を
前
提
に
事

業
を
進
め
て
き
て
い
る
。
市
と
し
て

も
継
続
的
に
公
共
施
設
と
し
て
利
用

し
て
い
く
た
め
に
は
、
リ
ー
ス
で
は

な
く
、
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

単

行

議

案

条

例

議

案

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
企
画
総
務
、
福

祉
産
業
、
建
設
、
市
民
文
教
の
各
分

科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
各
分
科
会
委

員
長
よ
り
報
告
を
受
け
、
23
日
の
本

会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
税
等
還
付
事
業
、
空
調

設
備
整
備
事
業
な
ど
が
本
会
議
最
終

日
に
上
程
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

54
億
5
，
６
２
１
万
５
千
円

補
正
後
の
予
算
（
一
般
会
計
）

６
３
８
億
７
，
１
１
６
万
２
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

９
８
４
億
９
７
１
万
円

【
主
な
事
業
】

　

依
佐
美
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

を
実
施
し
、
一
部
の
経
費
が
県
の
交

付
金
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
議
案
、
陳
情
の
審

査
の
ほ
か
、
主
に
次
の
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
議
案

陳
情
の
結
果

企
画
総
務
委
員
会

　
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
保
護
強
化

問　
横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
違

反
検
挙
数
の
推
移
は
。

答　
刈
谷
警
察
署
管
内
に
お
け
る

横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
違
反
の
検
挙

数
は
、
平
成
28
年
の
２
１
８
件
か
ら
、

29
年
は
１
，
１
０
３
件
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。

問　
取
り
締
ま
り
強
化
に
よ
り
、

人
身
事
故
件
数
に
変
化
は
あ
る
か
。

答　
平
成
29
年
の
人
身
事
故
件
数

は
８
５
１
件
で
前
年
の
８
８
７
件
よ

り
36
件
減
少
し
て
い
る
。
刈
谷
警
察

署
か
ら
は
、
引
き
続
き
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

　

そ
の
他
「
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
」「
職

員
の
交
通
安
全
」「
納
税
相
談
」
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
産
業
委
員
会

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

問　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
導
入
に
向
け
、

県
が
行
う
取
り
組
み
は
。

答　
ス
ト
ラ
ッ
プ
型
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
作
成
し
、
平
成
30
年
６
月

頃
に
市
町
村
に
配
付
す
る
と
と
も
に
、

啓
発
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
学
校
な
ど
に
配
付
し
、
普
及
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問　
市
が
行
う
取
り
組
み
は
。

答　
７
月
頃
か
ら
義
足
、
人
工
関

節
使
用
者
、
内
部
障
害
や
難
病
の
方

な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
方
に
配
付
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

そ
の
他
「
畑
の
灌
漑
」「
中
小
企

業
の
連
携
」「
依
佐
美
工
業
団
地
」

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
動
き

■
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
郷

土
の
歴
史
に
親
し
み
、
学
べ
る
場
を

　

刈
谷
市
歴
史
博
物
館
の
設
置
に
伴

い
制
定
す
る
も
の
で
、
平
成
31
年
3

月
24
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

問　
郷
土
資
料
館
と
の
関
連
性
は
。

答　
歴
史
博
物
館
は
、
本
市
の
歴

史
資
料
の
保
存
継
承
、
調
査
研
究
、

ま
た
、
そ
の
活
用
を
通
じ
て
利
用
者

が
本
市
の
歴
史
に
親
し
み
、
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備

を
行
っ
て
い
る
が
、
郷
土
資
料
館
で

は
、
本
市
の
歴
史
の
中
で
特
に
、
昭

和
の
時
代
の
教
育
や
民
俗
に
関
す
る

資
料
の
保
存
活
用
を
分
担
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
博
物
館
法
で
は
、
登
録
博
物

館
、
博
物
館
相
当
施
設
、
博
物
館
類

似
施
設
の
３
分
類
が
あ
る
が
、
本
市

の
博
物
館
は
ど
の
分
類
を
目
指
す
の

か
。

主
な
議
案
３
月定例

会

　
今
回
は
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。（
議
案

一
覧
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
議
決
結
果
一
覧
表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

　
質
疑
に
つ
い
て
は
、
主
な
も
の
を
中
心
に
、
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

再開発予定地の現在の風景

歴史博物館の展示イメージパース

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
総
務
管
理
事
業
費
と
し
て

46
万
２
千
円

・
心
身
障
害
者
福
祉
事
業
費
と
し
て

33
万
８
千
円

・
児
童
福
祉
事
業
費
と
し
て

31
万
８
千
円

・
公
園
事
業
費
と
し
て　

２
２
２
万
３
千
円

・
体
育
振
興
事
業
費
と
し
て

８
３
６
万
円

建
設
委
員
会

　
刈
谷
市
住
生
活
基
本
計
画

問　
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
住

生
活
基
本
計
画
と
の
主
な
変
更
点
は
。

答　
子
育
て
世
帯
を
中
心
に
市
内

へ
の
定
住
を
促
す
た
め
の
居
住
誘
導
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
住
ま
い
の

供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
住
宅
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
、
空
家
等
対
策

に
関
す
る
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い

る
部
分
で
あ
る
。

問　
住
ま
い
づ
く
り
に
関
す
る
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答　
本
計
画
の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
子
育
て
世
代
の
定
住
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
市
民
が
地
域
へ
の
誇

り
や
愛
着
を
持
ち
、
安
心
し
て
快
適

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
住
ま
い
・

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
。

　

そ
の
他
「
立
地
適
正
化
計
画
」「
依

佐
美
工
業
団
地
地
区
計
画
」「
刈
谷

城
」
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
文
教
委
員
会

　
第
２
次
刈
谷
市
文
化
振
興
基
本
計

画問　
第
１
次
計
画
と
の
違
い
は
。

答　
第
２
次
計
画
に
お
い
て
は
、

国
や
県
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
ま
ち
づ
く
り
」「
観
光
と
の
連
携
」

「
歴
史
や
文
化
財
の
活
用
」
を
基
本

方
針
と
し
て
、
よ
り
明
確
に
打
ち
出

し
た
点
で
あ
る
。

問　
文
化
芸
術
団
体
の
後
継
者
不

足
を
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答　
市
内
公
共
施
設
を
活
用
し
、

団
体
の
発
表
の
機
会
づ
く
り
を
支
援

す
る
。
ま
た
、
将
来
の
担
い
手
づ
く

り
の
た
め
に
団
体
や
学
校
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
伝
統
芸
能
に

触
れ
ら
れ
る
施
策
を
行
い
た
い
。

　

そ
の
他
「
子
育
て
ア
プ
リ
」「
出

前
講
座
」「
不
登
校
」
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

答　
本
市
の
博
物
館
に
お
い
て
は
、

他
の
博
物
館
な
ど
か
ら
の
信
用
、
信

頼
を
高
め
、
重
要
文
化
財
な
ど
を
借

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
登
録
博

物
館
を
目
指
す
。

■
刈
谷
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

額
の
改
正
な
ど

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
等
に
伴

い
改
正
す
る
も
の
で
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

問　
保
険
料
が
上
が
る
理
由
は
。

答　
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見
込
額
が

増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
要
因

は
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
、
平

成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け
る
新

た
な
施
設
な
ど
の
整
備
、
介
護
報
酬

の
引
き
上
げ
、
地
域
区
分
の
見
直
し

で
あ
る
。

問　
保
険
料
を
下
げ
る
手
段
と
し

て
、
介
護
保
険
基
金
の
取
り
崩
し
が

あ
る
と
思
う
が
、
基
金
の
残
高
と
取

崩
額
は
。

答　
介
護
保
険
基
金
の
平
成
29
年

度
末
の
残
高
の
見
込
み
は
、
約
３
億

９
千
万
円
で
、
第
７
期
に
お
い
て
は
、

基
金
を
全
額
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
て
い
る
。

■
刈
谷
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が
共
存
で
き

る
社
会
を
創
出
し
、
安
心
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
を

　

路
上
喫
煙
の
防
止
を
推
進
す
る
た

め
制
定
す
る
も
の
で
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

問　
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を
指
定

す
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
平
成
30
年
４
月
１
日
に
本
条

例
を
施
行
し
、
路
上
喫
煙
禁
止
予
定

区
域
の
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
の
意

見
を
聞
い
て
禁
止
区
域
を
決
定
す
る
。

そ
の
後
、
告
示
を
行
い
、
市
民
だ
よ

り
な
ど
で
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

路
面
標
示
を
行
う
な
ど
、
遅
く
と
も

30
年
10
月
ま
で
に
は
禁
止
区
域
を
指

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
禁
止
区
域
の
拡
大
予
定
は
。

答　
現
時
点
で
は
刈
谷
駅
周
辺
の

一
定
の
区
域
を
禁
止
区
域
と
し
て
指

定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
の
一
部
改
正
に
鑑
み
、
刈
谷
市
職

員
の
退
職
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
、

市
内
の
民
間
事
務
所
と
の
給
与
・
退

職
金
の
金
額
差
が
さ
ら
に
広
が
り
、

優
秀
な
人
材
が
市
役
所
に
集
ま
ら
な

く
な
る
点
か
ら
反
対
で
あ
る
と
い
う

意
見
や
、
退
職
手
当
は
、
退
職
後
の

生
活
を
支
え
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

現
行
の
支
給
水
準
を
見
込
ん
で
生
活

設
計
を
立
て
て
い
る
。
今
回
の
改
正

は
、
公
務
員
労
働
者
の
権
利
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
採
決
し
ま
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

あいち認証材を用い、
補助対象となった

下駄箱

路上喫煙禁止予定区域（刈谷駅周辺）


